
のキリスト教週間のご案内 

 

 

 

 

 
  
                 
                 
       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

     

2011 年○月  

「転ばぬ先のキリスト教センター」 

 

この３月までは札幌で教会の牧師と幼稚園の園長をしていました。これまでは幼稚園の

園児と保護者にイエス様を紹介する使命を与えられていましたが、正直「これでは遅い」と

いう実感がありました。というのも、現代社会は生まれてきた環境によって人々の人生が

「ハードモード」「イージーモード」でくっきりわかれていて、一度失敗したら這い上がるのがと

ても難しい時代だとの実感があります。この時代にあって僕と同年代のとある凶悪犯罪者

は 25 歳のときに言いました。「最初からなにもしない奴なんていない。 結果が出ないから

なにもしなくなる」、「『ちょっとしたことで切れる』(と)幸せな人がよう言う。ギリギリいっぱいだ

から、ちょっとしたことが引き金になるんだろ」。・・・こうした言葉に共感してしまうのは僕だけ

でしょうか。孤独なときや不安なときに、こうした「獣（ヨハネ黙示録13章）の心」が顔を出し

てしまうことはないでしょうか。 

これまでは牧師・園長として、かつて仕事や勉強をバリバリこなしてきたであろう人々の

心に、子育てで疲れ果てたことで「獣の心」が顔を出してしまっている様子を見てきました。

そうした方々が「気力を失い疲れ果ててしまわないように(ヘブライ12章3節)」神様の愛を

伝えていくのはとても尊い務めでしたが、ただ一つ。「疲れ果てて」しまってからでは再び立

ち上がるのが難しいという現実もこの目で見てきました。そうした苦難が襲い来る「前」の、

青年期の学生たちに神様の愛を伝える機会に恵まれたことをとてもうれしく思っています。

「神は愛です(ヨハネの手紙一 4章 16 節)」との御言葉は本当のことです。たとえ家族から

見放されても、友人に裏切られても、この世界から疎外されていると感じたとしても、神が

「わたし」を愛してくださっている。この目には見えない事実を信じることで元気づけられ、救

われるということがあるのです。 

キリスト教センター主事＝「牧師」として聖学院に着任しました。聖歌隊とSAVEの顧問、

グレイスの副顧問もしています。心に重荷がある人はいつでも門を叩いてください。神の

愛、伝えます。                              (キリスト教センター主事 久保哲哉) 

2018 年度年間聖句 

だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。古いものは過ぎ

去り、新しいものが生じた。              コリントの信徒への手紙二 5章17節 

 

聖学院教会祈祷会 
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■毎週木曜日 18時 40 分～19時 40 分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

 どなたでも自由にご参加ください。 

・6 月 14 日（木） 出エジプト記 20 章  東野ひかり牧師 

・6 月 21 日（木） 出エジプト記 21 章  東野 尚志牧師 

・6 月 28 日（木） 出エジプト記 22 章  東野ひかり牧師 

 

 

 

 

No.5 2018 年 6月 

全学礼拝期間について 

2018年度春学期の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、14時

40 分から 15 時 10 分です。どなたでも自由にご参加ください。 

春学期／4月 11 日（水）～7月 25 日（水） 

 

6 月月間聖句 
 
主を畏れることは知恵の初め。 

             箴言 １章７節 a 

 

 

 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

 神を仰ぎ 人に仕う 

 

 



 

Seigakuin University CHAPEL NEWS  2018.6.12-6.22 

奨励者 五十嵐 成見 
（心理福祉学部兼人間福祉学部

チャプレン） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 今村 優子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 352 番 1、2 節 

聖 書 ルカによる福音書 

10 章 25～37 節（新約 P.126）   

祈 祷 

奨 励 「オトモダチ。」 

祈 祷  

讃美歌 352 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

6 月 12 日（火） 

 
― 学生の証し ― 

奨励者 小此内 諒矢（115C） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 今村 優子 

讃美リード 聖学院ｸﾘｽﾁｬﾝ・ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ（SCF） 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌  二編 232 番 1、4 節 
聖 書 イザヤ書 43 章 4 節 

（旧約 P.1130）   

祈 祷 

奨 励 「幸せ」 

祈 祷  

SCF による讃美奉献 “汚れ足” 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

6 月 13 日（水） 

 
奨励者 中村 謙一 

（聖学院小学校・幼稚園チャプレン） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 今村 優子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 167 番 1、2、3 節 

聖 書 マタイによる福音書 

5章 43～44節（新約P.8）   

祈 祷 

奨 励 「敵をも赦す愛」 

祈 祷  

讃美歌 二編 167 番 4、5 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

6 月 19 日（火） 

 
奨励者 森田  美千代 

（アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科客員教授） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 倉橋 基 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 228 番 1、2 節 

聖 書 マタイによる福音書 

      6 章 9～13 節（新約 P.9） 

祈 祷 

奨 励 「牧師・教育者としての 

古屋安雄先生」 

祈 祷  

讃美歌 228 番 3 節 

主の祈り 

後 奏         

 

 
 
 

6 月 20 日（水） 

 

奨励者 金谷 京子 

（心理福祉学科特任教授） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 冨岡 真奈 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 167 番 1、2、3 節 

聖 書 ローマの信徒への手紙  

    12章14～15節（新約P.292）   

祈 祷 

奨 励 「共に喜べるか」   

祈 祷  

讃美歌 二編 167 番 4、5 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

6 月 14 日（木） 

 
奨励者 髙橋 義文 

（総合研究所副所長） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 相川 徳孝 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 301 番 1、2 節 

聖 書 マタイによる福音書 

8 章 23～27 節（新約 P.14） 

祈 祷 

奨 励 「“外”から」 

祈 祷  

讃美歌 301 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

6 月 21 日（木） 

 
奨励者 山川 秀人 

（聖学院みどり幼稚園園長・事務総局長） 

司会者 久保 哲哉 

奏楽者 清水 貴子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 191 番 1、2 節 

聖 書 創世記 

1 章 1～4a 節（旧約 P.1） 

祈 祷 

奨 励 「混沌とした世界に光が」 

祈 祷  

讃美歌 二編 191 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

6 月 22 日（金） 

 
奨励者 金子 毅 

（政治経済学科准
じゅん

教授） 

司会者 久保 哲哉 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 298 番 1、2 節 

聖 書 ローマの信徒への手紙  

    9 章 19～26 節（新約 P.287）   

祈 祷 

奨 励 「主に捧げ得るものなど 

何一つ持たない私」   

祈 祷  

讃美歌 298 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

6 月 15 日（金） 

 


